
(1) 担当支部： 首都圏－１ 13758
分水嶺区分 2006年 5月 3日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
北野　忠彦 10414
平野　彰 6928
近藤　善則 12489
半田　明稔 13336

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 番屋川林道終点 139 52 37 9 33.0 905 7:18
分水嶺到達点 P1507（番屋のｺﾙ東方） 139 53 37 8 58.3 1,507 10:50 11:10 Ｂ-3
Ｅ3305東方 P1598（反射板跡の東方 139 52 37 8 48.8 1,598 11:50 13:15 Ｂ-3
Ｅ3305西方 P1614（反射板跡の西方 139 52 37 8 48.5 1,614 13:27 13:27 Ｂ-4

P1620 139 52 37 8 51.5 1,620 14:00 14:05 Ｂ-4
Ｅ331 赤柴山 139 51 37 8 50.3 1,616 14:20 Ｂ-4

歩行終了点 赤柴山

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

E331 赤柴山 ３

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

　　残雪の下に埋もれていた。
（オ）残雪の中に、直径１ｍ～２ｍ程度の円いクレーター状の雪解け穴や雪疵が複数見られた。

（10）その他の特記事項

（カ）赤柴山にＡＧＣの記念ﾌﾟﾚｰﾄを設置した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

緯度Ｎ
地点ｺｰﾄﾞ 地点名

2.5万分の1
地形図名

経度E
秒

36.0

41.0
04.4
42.2

栗生沢

那須岳
那須岳

栗生沢

遠山 元信
13496

西村 智磨子
羽鳥 和江

11955

会員番号：森合　孝信
(3)山行日：P1507（Ｅ330”番屋のコル”東方）～E331”赤柴山” 晴れ

12378

８名

番屋川林道終点
三倉山三角点(E329）よりE3305（1624反射板）は既に踏査済み、E3305よりE331赤柴山まで踏査する。

１名

（ウ）

57.9
08.6

（エ）

（ア）
（イ）

（オ）
（カ）

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　　赤柴山にＡＧＣの記念ﾌﾟﾚｰﾄを設置した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　

那須岳

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

今井 秀正

（イ）携帯電話が通じないエリアであることから、緊急時の通信手段としてアマチュア無線の活用を計画してきた。
（ア）番屋川林道は、4月下旬まで残雪があった。事前調査により残雪や倒木・落石を確認し除去したうえアプローチに使用した。

不明

　　頂上付近に縦走記念ﾌﾟﾚｰﾄがあり、そこから約2m北側に長さ50cmの石が埋もれていた。掘り起こそうとしたが動かなかった。

「越路岳友会1982.3.20～22」他のﾌﾟﾚｰﾄはあったが、周辺に標石は発見できず

（イ）残雪は太平洋側に多く残っていた。鹿やウサギと思われる足跡や糞が見られた。
（ウ）平坦な地面に膝くらいまでのチシマザサが広がる。湿気もなく昼寝ができた。
（エ）反射板跡地は雪に覆われ、シャクナゲや竹の藪が取り囲んでいた。2004年11月に濃霧の中、藪を泳ぎながら探索した付近は

●P１507は、残雪伝いにルートをとり分水嶺に到達した地点である。

道の
状況

13787
13758

到着
時刻

高度
ｍ

　　番屋川から番屋のコルに向かう沢道との分岐地点に雪崩の跡が見えた。

テント泊
5時間02分総歩行時間（休憩時間を除く）：

（ア）本年は残雪が多く沢の水量も多かったが、2.5mほどの川幅を見つけ石伝いに渡渉ができた。

保存
状況

特記事項

事務局整理記入欄 地理クラブ－18

那須岳

森合 孝信

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

（カ）E331の頂上はチシマザサが主体の藪で覆われ、三角点標石は確認できなかった。

●7：40頃　標高1100m付近の沢を渡渉した地点で、カモシカと思われる直径５ｃｍほどの糞が見られた。

　　 事前の勉強会の成果もあり、サポートの遠山隊員と計画どおり交信が始められた。

●近藤、羽鳥の両氏はサポートとしての参加であったが、赤柴山までは全員で踏査した。



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　
　

　

赤柴山にＡＧＣの記念ﾌﾟﾚｰﾄを設置した。
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